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共
産
党
都
議
団
が

　
小
池
知
事
に
迫
る

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
12
月
10
日
の
都
議
会
代
表
質
問

で
、す
べ
て
の
都
立
病
院
を
地
方
独
立
行
政
法
人
化（
独
法
化
）す
る

方
針
を
撤
回
す
る
よ
う
小
池
百
合
子
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

医
療
守
る
た
め
全
力

　
共
産
党
都
議
団
は
、
都
立
病
院
が
果
た
し
て
い
る
か
け

が
え
の
な
い
役
割
を
強
調
。そ
の
上
で
、
上
の
表
の
よ
う
に

全
国
の
自
治
体
で「
独
法
化
」さ
れ
た
病
院
で
は
、
公
的
医

療
の
重
大
な
切
り
下
げ
な
ど
が
相
次
い
で
い
る
と
指
摘
し
、

「
知
事
は
こ
の
事
例
を
知
ら
な
い
の
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

し
か
し
、小
池
知
事
は「
独
法
化
」が「
最
も
ふ
さ
わ
し
い
経

営
形
態
」と
強
弁
し
ま
し
た
。

独
法
化
さ
れ
た
他
県
で
は
切
り
下
げ
が

滋賀県
大津市

市立病院で分娩を
休止

宮城県 循環器・呼吸器病
センターが廃止

神奈川県 医師が次々退職

病
院
経
営
本
部
長
も
知
ら
な
い
間
に
決
ま
る

　
共
産
党
都
議
団
は
小
池
知
事
の
方
針
の
決
め
方
も
追
及
。都
が
意
思

決
定
し
た
の
と
、
担
当
の
都
の
病
院
経
営
本
部
長
が
方
針
を
知
っ
た
の
は

いつ
な
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
小
池
知
事
は
答
え
ず
、
病

院
経
営
本
部
長
が「
知
事
発
言
の
内
容
を
知
っ
た
の
は（
開
会
日
の
）本
会

議
の
場
だ
」と
明
ら
か
に
す
る
と
、議
場
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。

12月
議会

●「
独
法
化（
地
方
独
立
行
政
法
人
化
）」と
は
…
自
治
体
の
直
営
か
ら
、

自
治
体
の
作
る
法
人
に
事
業
を
ま
か
せ
る
こ
と
。究
極
の
自
治
体
リ
ス

ト
ラ
の
手
法
と
の
批
判
も
。具
体
的
な
問
題
点
と
し
て
は
、

①
公
的
責
任
が
あ
い
ま
い
に
な
る
、
②
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
弱
ま
る
、
③

密
室
運
営
の
可
能
性
、
④
職
員
の
労
働
条
件
の
後
退
の
危
険
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

医療切り下げに医療切り下げに
つながるつながる

都都立病院の
「独法化」は撤回を

　
都
立
病
院
は
小
児
、周
産
期
、障
害
者
、

難
病
、
災
害
医
療
な
ど
、
不
採
算
で
も
都

民
の
命
を
守
る
医
療
を
提
供
し
て
い
る

大
切
な
施
設
で
す
。都
直
営
を
守
り
、
拡

充
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。
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も
子

お
お
や
ま
・
と
も
こ
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12月
議会

●「
独
法
化（
地
方
独
立
行
政
法
人
化
）」と
は
…
自
治
体
の
直
営
か
ら
、

自
治
体
の
作
る
法
人
に
事
業
を
ま
か
せ
る
こ
と
。究
極
の
自
治
体
リ
ス

ト
ラ
の
手
法
と
の
批
判
も
。具
体
的
な
問
題
点
と
し
て
は
、

①
公
的
責
任
が
あ
い
ま
い
に
な
る
、
②
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
弱
ま
る
、
③

密
室
運
営
の
可
能
性
、
④
職
員
の
労
働
条
件
の
後
退
の
危
険
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

医療切り下げに医療切り下げに
つながるつながる

都都立病院の
「独法化」は撤回を

　
都
立
病
院
は
小
児
、周
産
期
、障
害
者
、難
病
、災

害
医
療
な
ど
、
不
採
算
で
も
都
民
の
命
を
守
る
医

療
を
提
供
し
て
い
る
大
切
な
施
設
で
す
。都
直
営
を

守
り
、拡
充
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

都
議
会
議
員
（
品
川
区
選
出
）

白
石
た
み
お

し
ら
い
し
・
た
み
お
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共
産
党
都
議
団
が

　
小
池
知
事
に
迫
る

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
12
月
10
日
の
都
議
会
代
表
質
問

で
、す
べ
て
の
都
立
病
院
を
地
方
独
立
行
政
法
人
化（
独
法
化
）す
る

方
針
を
撤
回
す
る
よ
う
小
池
百
合
子
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

医
療
守
る
た
め
全
力

　
共
産
党
都
議
団
は
、
都
立
病
院
が
果
た
し
て
い
る
か
け

が
え
の
な
い
役
割
を
強
調
。そ
の
上
で
、
上
の
表
の
よ
う
に

全
国
の
自
治
体
で「
独
法
化
」さ
れ
た
病
院
で
は
、
公
的
医

療
の
重
大
な
切
り
下
げ
な
ど
が
相
次
い
で
い
る
と
指
摘
し
、

「
知
事
は
こ
の
事
例
を
知
ら
な
い
の
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

し
か
し
、小
池
知
事
は「
独
法
化
」が「
最
も
ふ
さ
わ
し
い
経

営
形
態
」と
強
弁
し
ま
し
た
。

独
法
化
さ
れ
た
他
県
で
は
切
り
下
げ
が

滋賀県
大津市

市立病院で分娩を
休止

宮城県 循環器・呼吸器病
センターが廃止

神奈川県 医師が次々退職

病
院
経
営
本
部
長
も
知
ら
な
い
間
に
決
ま
る

　
共
産
党
都
議
団
は
小
池
知
事
の
方
針
の
決
め
方
も
追
及
。都
が
意
思

決
定
し
た
の
と
、
担
当
の
都
の
病
院
経
営
本
部
長
が
方
針
を
知
っ
た
の
は

いつ
な
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
小
池
知
事
は
答
え
ず
、
病

院
経
営
本
部
長
が「
知
事
発
言
の
内
容
を
知
っ
た
の
は（
開
会
日
の
）本
会

議
の
場
だ
」と
明
ら
か
に
す
る
と
、議
場
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。

12月
議会

●「
独
法
化（
地
方
独
立
行
政
法
人
化
）」と
は
…
自
治
体
の
直
営
か
ら
、

自
治
体
の
作
る
法
人
に
事
業
を
ま
か
せ
る
こ
と
。究
極
の
自
治
体
リ
ス

ト
ラ
の
手
法
と
の
批
判
も
。具
体
的
な
問
題
点
と
し
て
は
、

①
公
的
責
任
が
あ
い
ま
い
に
な
る
、
②
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
弱
ま
る
、
③

密
室
運
営
の
可
能
性
、
④
職
員
の
労
働
条
件
の
後
退
の
危
険
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

医療切り下げに医療切り下げに
つながるつながる

都都立病院の
「独法化」は撤回を

　
都
立
病
院
は
小
児
、周
産
期
、障
害
者
、難
病
、災

害
医
療
な
ど
、
不
採
算
で
も
都
民
の
命
を
守
る
医

療
を
提
供
し
て
い
る
大
切
な
施
設
で
す
。都
直
営
を

守
り
、拡
充
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

都
議
会
議
員
（
目
黒
区
選
出
）

星
見
て
い
子

ほ
し
み
・
て
い
こ
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共
産
党
都
議
団
が

　
小
池
知
事
に
迫
る

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
12
月
10
日
の
都
議
会
代
表
質
問

で
、す
べ
て
の
都
立
病
院
を
地
方
独
立
行
政
法
人
化（
独
法
化
）す
る

方
針
を
撤
回
す
る
よ
う
小
池
百
合
子
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

医
療
守
る
た
め
全
力

　
共
産
党
都
議
団
は
、
都
立
病
院
が
果
た
し
て
い
る
か
け

が
え
の
な
い
役
割
を
強
調
。そ
の
上
で
、
上
の
表
の
よ
う
に

全
国
の
自
治
体
で「
独
法
化
」さ
れ
た
病
院
で
は
、
公
的
医

療
の
重
大
な
切
り
下
げ
な
ど
が
相
次
い
で
い
る
と
指
摘
し
、

「
知
事
は
こ
の
事
例
を
知
ら
な
い
の
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

し
か
し
、小
池
知
事
は「
独
法
化
」が「
最
も
ふ
さ
わ
し
い
経

営
形
態
」と
強
弁
し
ま
し
た
。

独
法
化
さ
れ
た
他
県
で
は
切
り
下
げ
が

滋賀県
大津市

市立病院で分娩を
休止

宮城県 循環器・呼吸器病
センターが廃止

神奈川県 医師が次々退職

病
院
経
営
本
部
長
も
知
ら
な
い
間
に
決
ま
る

　
共
産
党
都
議
団
は
小
池
知
事
の
方
針
の
決
め
方
も
追
及
。都
が
意
思

決
定
し
た
の
と
、
担
当
の
都
の
病
院
経
営
本
部
長
が
方
針
を
知
っ
た
の
は

いつ
な
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
小
池
知
事
は
答
え
ず
、
病

院
経
営
本
部
長
が「
知
事
発
言
の
内
容
を
知
っ
た
の
は（
開
会
日
の
）本
会

議
の
場
だ
」と
明
ら
か
に
す
る
と
、議
場
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。

12月
議会

●「
独
法
化（
地
方
独
立
行
政
法
人
化
）」と
は
…
自
治
体
の
直
営
か
ら
、

自
治
体
の
作
る
法
人
に
事
業
を
ま
か
せ
る
こ
と
。究
極
の
自
治
体
リ
ス

ト
ラ
の
手
法
と
の
批
判
も
。具
体
的
な
問
題
点
と
し
て
は
、

①
公
的
責
任
が
あ
い
ま
い
に
な
る
、
②
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
弱
ま
る
、
③

密
室
運
営
の
可
能
性
、
④
職
員
の
労
働
条
件
の
後
退
の
危
険
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

医療切り下げに医療切り下げに
つながるつながる

都都立病院の
「独法化」は撤回を

　
都
立
病
院
は
小
児
、周
産
期
、障
害
者
、難
病
、災

害
医
療
な
ど
、
不
採
算
で
も
都
民
の
命
を
守
る
医

療
を
提
供
し
て
い
る
大
切
な
施
設
で
す
。都
直
営
を

守
り
、拡
充
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

都
議
会
議
員
（
世
田
谷
区
選
出
）

里
吉 

ゆ
み

さ
と
よ
し
・
ゆ
み
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共
産
党
都
議
団
が

　
小
池
知
事
に
迫
る

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
12
月
10
日
の
都
議
会
代
表
質
問

で
、す
べ
て
の
都
立
病
院
を
地
方
独
立
行
政
法
人
化（
独
法
化
）す
る

方
針
を
撤
回
す
る
よ
う
小
池
百
合
子
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

医
療
守
る
た
め
全
力

　
共
産
党
都
議
団
は
、
都
立
病
院
が
果
た
し
て
い
る
か
け

が
え
の
な
い
役
割
を
強
調
。そ
の
上
で
、
上
の
表
の
よ
う
に

全
国
の
自
治
体
で「
独
法
化
」さ
れ
た
病
院
で
は
、
公
的
医

療
の
重
大
な
切
り
下
げ
な
ど
が
相
次
い
で
い
る
と
指
摘
し
、

「
知
事
は
こ
の
事
例
を
知
ら
な
い
の
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

し
か
し
、小
池
知
事
は「
独
法
化
」が「
最
も
ふ
さ
わ
し
い
経

営
形
態
」と
強
弁
し
ま
し
た
。

独
法
化
さ
れ
た
他
県
で
は
切
り
下
げ
が

滋賀県
大津市

市立病院で分娩を
休止

宮城県 循環器・呼吸器病
センターが廃止

神奈川県 医師が次々退職

病
院
経
営
本
部
長
も
知
ら
な
い
間
に
決
ま
る

　
共
産
党
都
議
団
は
小
池
知
事
の
方
針
の
決
め
方
も
追
及
。都
が
意
思

決
定
し
た
の
と
、
担
当
の
都
の
病
院
経
営
本
部
長
が
方
針
を
知
っ
た
の
は

いつ
な
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
小
池
知
事
は
答
え
ず
、
病

院
経
営
本
部
長
が「
知
事
発
言
の
内
容
を
知
っ
た
の
は（
開
会
日
の
）本
会

議
の
場
だ
」と
明
ら
か
に
す
る
と
、議
場
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。

12月
議会

●「
独
法
化（
地
方
独
立
行
政
法
人
化
）」と
は
…
自
治
体
の
直
営
か
ら
、

自
治
体
の
作
る
法
人
に
事
業
を
ま
か
せ
る
こ
と
。究
極
の
自
治
体
リ
ス

ト
ラ
の
手
法
と
の
批
判
も
。具
体
的
な
問
題
点
と
し
て
は
、

①
公
的
責
任
が
あ
い
ま
い
に
な
る
、
②
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
弱
ま
る
、
③

密
室
運
営
の
可
能
性
、
④
職
員
の
労
働
条
件
の
後
退
の
危
険
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

医療切り下げに医療切り下げに
つながるつながる

都都立病院の
「独法化」は撤回を

　
都
立
病
院
は
小
児
、周
産
期
、障
害
者
、難
病
、災

害
医
療
な
ど
、
不
採
算
で
も
都
民
の
命
を
守
る
医

療
を
提
供
し
て
い
る
大
切
な
施
設
で
す
。都
直
営
を

守
り
、拡
充
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

都
議
会
議
員
（
杉
並
区
選
出
）

原
田
あ
き
ら

は
ら
だ
・
あ
き
ら
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共
産
党
都
議
団
が

　
小
池
知
事
に
迫
る

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
12
月
10
日
の
都
議
会
代
表
質
問

で
、す
べ
て
の
都
立
病
院
を
地
方
独
立
行
政
法
人
化（
独
法
化
）す
る

方
針
を
撤
回
す
る
よ
う
小
池
百
合
子
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

医
療
守
る
た
め
全
力

　
共
産
党
都
議
団
は
、
都
立
病
院
が
果
た
し
て
い
る
か
け

が
え
の
な
い
役
割
を
強
調
。そ
の
上
で
、
上
の
表
の
よ
う
に

全
国
の
自
治
体
で「
独
法
化
」さ
れ
た
病
院
で
は
、
公
的
医

療
の
重
大
な
切
り
下
げ
な
ど
が
相
次
い
で
い
る
と
指
摘
し
、

「
知
事
は
こ
の
事
例
を
知
ら
な
い
の
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

し
か
し
、小
池
知
事
は「
独
法
化
」が「
最
も
ふ
さ
わ
し
い
経

営
形
態
」と
強
弁
し
ま
し
た
。

独
法
化
さ
れ
た
他
県
で
は
切
り
下
げ
が

滋賀県
大津市

市立病院で分娩を
休止

宮城県 循環器・呼吸器病
センターが廃止

神奈川県 医師が次々退職

病
院
経
営
本
部
長
も
知
ら
な
い
間
に
決
ま
る

　
共
産
党
都
議
団
は
小
池
知
事
の
方
針
の
決
め
方
も
追
及
。都
が
意
思

決
定
し
た
の
と
、
担
当
の
都
の
病
院
経
営
本
部
長
が
方
針
を
知
っ
た
の
は

いつ
な
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
小
池
知
事
は
答
え
ず
、
病

院
経
営
本
部
長
が「
知
事
発
言
の
内
容
を
知
っ
た
の
は（
開
会
日
の
）本
会

議
の
場
だ
」と
明
ら
か
に
す
る
と
、議
場
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。

12月
議会

●「
独
法
化（
地
方
独
立
行
政
法
人
化
）」と
は
…
自
治
体
の
直
営
か
ら
、

自
治
体
の
作
る
法
人
に
事
業
を
ま
か
せ
る
こ
と
。究
極
の
自
治
体
リ
ス

ト
ラ
の
手
法
と
の
批
判
も
。具
体
的
な
問
題
点
と
し
て
は
、

①
公
的
責
任
が
あ
い
ま
い
に
な
る
、
②
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
弱
ま
る
、
③

密
室
運
営
の
可
能
性
、
④
職
員
の
労
働
条
件
の
後
退
の
危
険
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

医療切り下げに医療切り下げに
つながるつながる

都都立病院の
「独法化」は撤回を

　
都
立
病
院
は
小
児
、周
産
期
、障
害
者
、難
病
、災

害
医
療
な
ど
、
不
採
算
で
も
都
民
の
命
を
守
る
医

療
を
提
供
し
て
い
る
大
切
な
施
設
で
す
。都
直
営
を

守
り
、拡
充
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

都
議
会
議
員
（
豊
島
区
選
出
）

米
倉 

春
奈

よ
ね
く
ら
・
は
る
な
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共
産
党
都
議
団
が

　
小
池
知
事
に
迫
る

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
12
月
10
日
の
都
議
会
代
表
質
問

で
、す
べ
て
の
都
立
病
院
を
地
方
独
立
行
政
法
人
化（
独
法
化
）す
る

方
針
を
撤
回
す
る
よ
う
小
池
百
合
子
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

医
療
守
る
た
め
全
力

　
共
産
党
都
議
団
は
、
都
立
病
院
が
果
た
し
て
い
る
か
け

が
え
の
な
い
役
割
を
強
調
。そ
の
上
で
、
上
の
表
の
よ
う
に

全
国
の
自
治
体
で「
独
法
化
」さ
れ
た
病
院
で
は
、
公
的
医

療
の
重
大
な
切
り
下
げ
な
ど
が
相
次
い
で
い
る
と
指
摘
し
、

「
知
事
は
こ
の
事
例
を
知
ら
な
い
の
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

し
か
し
、小
池
知
事
は「
独
法
化
」が「
最
も
ふ
さ
わ
し
い
経

営
形
態
」と
強
弁
し
ま
し
た
。

独
法
化
さ
れ
た
他
県
で
は
切
り
下
げ
が

滋賀県
大津市

市立病院で分娩を
休止

宮城県 循環器・呼吸器病
センターが廃止

神奈川県 医師が次々退職

病
院
経
営
本
部
長
も
知
ら
な
い
間
に
決
ま
る

　
共
産
党
都
議
団
は
小
池
知
事
の
方
針
の
決
め
方
も
追
及
。都
が
意
思

決
定
し
た
の
と
、
担
当
の
都
の
病
院
経
営
本
部
長
が
方
針
を
知
っ
た
の
は

いつ
な
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
小
池
知
事
は
答
え
ず
、
病

院
経
営
本
部
長
が「
知
事
発
言
の
内
容
を
知
っ
た
の
は（
開
会
日
の
）本
会

議
の
場
だ
」と
明
ら
か
に
す
る
と
、議
場
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。

12月
議会

●「
独
法
化（
地
方
独
立
行
政
法
人
化
）」と
は
…
自
治
体
の
直
営
か
ら
、

自
治
体
の
作
る
法
人
に
事
業
を
ま
か
せ
る
こ
と
。究
極
の
自
治
体
リ
ス

ト
ラ
の
手
法
と
の
批
判
も
。具
体
的
な
問
題
点
と
し
て
は
、

①
公
的
責
任
が
あ
い
ま
い
に
な
る
、
②
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
弱
ま
る
、
③

密
室
運
営
の
可
能
性
、
④
職
員
の
労
働
条
件
の
後
退
の
危
険
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

医療切り下げに医療切り下げに
つながるつながる

都都立病院の
「独法化」は撤回を

　
都
立
病
院
は
小
児
、周
産
期
、障
害
者
、難
病
、災

害
医
療
な
ど
、
不
採
算
で
も
都
民
の
命
を
守
る
医

療
を
提
供
し
て
い
る
大
切
な
施
設
で
す
。都
直
営
を

守
り
、拡
充
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

都
議
会
議
員
（
練
馬
区
選
出
）

と
や
英
津
子

と
や
・
え
つ
こ
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共
産
党
都
議
団
が

　
小
池
知
事
に
迫
る

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
12
月
10
日
の
都
議
会
代
表
質
問

で
、す
べ
て
の
都
立
病
院
を
地
方
独
立
行
政
法
人
化（
独
法
化
）す
る

方
針
を
撤
回
す
る
よ
う
小
池
百
合
子
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

医
療
守
る
た
め
全
力

　
共
産
党
都
議
団
は
、
都
立
病
院
が
果
た
し
て
い
る
か
け

が
え
の
な
い
役
割
を
強
調
。そ
の
上
で
、
上
の
表
の
よ
う
に

全
国
の
自
治
体
で「
独
法
化
」さ
れ
た
病
院
で
は
、
公
的
医

療
の
重
大
な
切
り
下
げ
な
ど
が
相
次
い
で
い
る
と
指
摘
し
、

「
知
事
は
こ
の
事
例
を
知
ら
な
い
の
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

し
か
し
、小
池
知
事
は「
独
法
化
」が「
最
も
ふ
さ
わ
し
い
経

営
形
態
」と
強
弁
し
ま
し
た
。

独
法
化
さ
れ
た
他
県
で
は
切
り
下
げ
が

滋賀県
大津市

市立病院で分娩を
休止

宮城県 循環器・呼吸器病
センターが廃止

神奈川県 医師が次々退職

病
院
経
営
本
部
長
も
知
ら
な
い
間
に
決
ま
る

　
共
産
党
都
議
団
は
小
池
知
事
の
方
針
の
決
め
方
も
追
及
。都
が
意
思

決
定
し
た
の
と
、
担
当
の
都
の
病
院
経
営
本
部
長
が
方
針
を
知
っ
た
の
は

いつ
な
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
小
池
知
事
は
答
え
ず
、
病

院
経
営
本
部
長
が「
知
事
発
言
の
内
容
を
知
っ
た
の
は（
開
会
日
の
）本
会

議
の
場
だ
」と
明
ら
か
に
す
る
と
、議
場
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。

12月
議会

●「
独
法
化（
地
方
独
立
行
政
法
人
化
）」と
は
…
自
治
体
の
直
営
か
ら
、

自
治
体
の
作
る
法
人
に
事
業
を
ま
か
せ
る
こ
と
。究
極
の
自
治
体
リ
ス

ト
ラ
の
手
法
と
の
批
判
も
。具
体
的
な
問
題
点
と
し
て
は
、

①
公
的
責
任
が
あ
い
ま
い
に
な
る
、
②
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
弱
ま
る
、
③

密
室
運
営
の
可
能
性
、
④
職
員
の
労
働
条
件
の
後
退
の
危
険
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

医療切り下げに医療切り下げに
つながるつながる

都都立病院の
「独法化」は撤回を

　
都
立
病
院
は
小
児
、周
産
期
、障
害
者
、難
病
、災

害
医
療
な
ど
、
不
採
算
で
も
都
民
の
命
を
守
る
医

療
を
提
供
し
て
い
る
大
切
な
施
設
で
す
。都
直
営
を

守
り
、拡
充
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

都
議
会
議
員
（
江
東
区
選
出
）

あ
ぜ
上
三
和
子

あ
ぜ
が
み
・
み
わ
こ



2019年12月号外　　日本共産党東京都委員会の見解を紹介します。
発行/東京民報社（港区芝1-4-9平和会館５階）1965年11月12日第三種郵便物認可

ご意見・ご要望は03-5972-1621、ＦＡＸ03-5972-1590

共
産
党
都
議
団
が

　
小
池
知
事
に
迫
る

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
12
月
10
日
の
都
議
会
代
表
質
問

で
、す
べ
て
の
都
立
病
院
を
地
方
独
立
行
政
法
人
化（
独
法
化
）す
る

方
針
を
撤
回
す
る
よ
う
小
池
百
合
子
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

医
療
守
る
た
め
全
力

　
共
産
党
都
議
団
は
、
都
立
病
院
が
果
た
し
て
い
る
か
け

が
え
の
な
い
役
割
を
強
調
。そ
の
上
で
、
上
の
表
の
よ
う
に

全
国
の
自
治
体
で「
独
法
化
」さ
れ
た
病
院
で
は
、
公
的
医

療
の
重
大
な
切
り
下
げ
な
ど
が
相
次
い
で
い
る
と
指
摘
し
、

「
知
事
は
こ
の
事
例
を
知
ら
な
い
の
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

し
か
し
、小
池
知
事
は「
独
法
化
」が「
最
も
ふ
さ
わ
し
い
経

営
形
態
」と
強
弁
し
ま
し
た
。

独
法
化
さ
れ
た
他
県
で
は
切
り
下
げ
が

滋賀県
大津市

市立病院で分娩を
休止

宮城県 循環器・呼吸器病
センターが廃止

神奈川県 医師が次々退職

病
院
経
営
本
部
長
も
知
ら
な
い
間
に
決
ま
る

　
共
産
党
都
議
団
は
小
池
知
事
の
方
針
の
決
め
方
も
追
及
。都
が
意
思

決
定
し
た
の
と
、
担
当
の
都
の
病
院
経
営
本
部
長
が
方
針
を
知
っ
た
の
は

いつ
な
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
小
池
知
事
は
答
え
ず
、
病

院
経
営
本
部
長
が「
知
事
発
言
の
内
容
を
知
っ
た
の
は（
開
会
日
の
）本
会

議
の
場
だ
」と
明
ら
か
に
す
る
と
、議
場
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。

12月
議会

●「
独
法
化（
地
方
独
立
行
政
法
人
化
）」と
は
…
自
治
体
の
直
営
か
ら
、

自
治
体
の
作
る
法
人
に
事
業
を
ま
か
せ
る
こ
と
。究
極
の
自
治
体
リ
ス

ト
ラ
の
手
法
と
の
批
判
も
。具
体
的
な
問
題
点
と
し
て
は
、

①
公
的
責
任
が
あ
い
ま
い
に
な
る
、
②
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
弱
ま
る
、
③

密
室
運
営
の
可
能
性
、
④
職
員
の
労
働
条
件
の
後
退
の
危
険
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

医療切り下げに医療切り下げに
つながるつながる

都都立病院の
「独法化」は撤回を

　
都
立
病
院
は
小
児
、周
産
期
、障
害
者
、難
病
、災

害
医
療
な
ど
、
不
採
算
で
も
都
民
の
命
を
守
る
医

療
を
提
供
し
て
い
る
大
切
な
施
設
で
す
。都
直
営
を

守
り
、拡
充
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

都
議
予
定
候
補
（
文
京
区
）

福
手
ゆ
う
子

ふ
く
て
・
ゆ
う
こ
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共
産
党
都
議
団
が

　
小
池
知
事
に
迫
る

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
12
月
10
日
の
都
議
会
代
表
質
問

で
、す
べ
て
の
都
立
病
院
を
地
方
独
立
行
政
法
人
化（
独
法
化
）す
る

方
針
を
撤
回
す
る
よ
う
小
池
百
合
子
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

医
療
守
る
た
め
全
力

　
共
産
党
都
議
団
は
、
都
立
病
院
が
果
た
し
て
い
る
か
け

が
え
の
な
い
役
割
を
強
調
。そ
の
上
で
、
上
の
表
の
よ
う
に

全
国
の
自
治
体
で「
独
法
化
」さ
れ
た
病
院
で
は
、
公
的
医

療
の
重
大
な
切
り
下
げ
な
ど
が
相
次
い
で
い
る
と
指
摘
し
、

「
知
事
は
こ
の
事
例
を
知
ら
な
い
の
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

し
か
し
、小
池
知
事
は「
独
法
化
」が「
最
も
ふ
さ
わ
し
い
経

営
形
態
」と
強
弁
し
ま
し
た
。

独
法
化
さ
れ
た
他
県
で
は
切
り
下
げ
が

滋賀県
大津市

市立病院で分娩を
休止

宮城県 循環器・呼吸器病
センターが廃止

神奈川県 医師が次々退職

病
院
経
営
本
部
長
も
知
ら
な
い
間
に
決
ま
る

　
共
産
党
都
議
団
は
小
池
知
事
の
方
針
の
決
め
方
も
追
及
。都
が
意
思

決
定
し
た
の
と
、
担
当
の
都
の
病
院
経
営
本
部
長
が
方
針
を
知
っ
た
の
は

いつ
な
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
小
池
知
事
は
答
え
ず
、
病

院
経
営
本
部
長
が「
知
事
発
言
の
内
容
を
知
っ
た
の
は（
開
会
日
の
）本
会

議
の
場
だ
」と
明
ら
か
に
す
る
と
、議
場
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。

12月
議会

●「
独
法
化（
地
方
独
立
行
政
法
人
化
）」と
は
…
自
治
体
の
直
営
か
ら
、

自
治
体
の
作
る
法
人
に
事
業
を
ま
か
せ
る
こ
と
。究
極
の
自
治
体
リ
ス

ト
ラ
の
手
法
と
の
批
判
も
。具
体
的
な
問
題
点
と
し
て
は
、

①
公
的
責
任
が
あ
い
ま
い
に
な
る
、
②
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
弱
ま
る
、
③

密
室
運
営
の
可
能
性
、
④
職
員
の
労
働
条
件
の
後
退
の
危
険
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

医療切り下げに医療切り下げに
つながるつながる

都都立病院の
「独法化」は撤回を

　
都
立
病
院
は
小
児
、周
産
期
、障
害
者
、難
病
、災

害
医
療
な
ど
、
不
採
算
で
も
都
民
の
命
を
守
る
医

療
を
提
供
し
て
い
る
大
切
な
施
設
で
す
。都
直
営
を

守
り
、拡
充
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

都
議
会
議
員
（
板
橋
区
選
出
）

と
く
と
め
道
信

と
く
と
め
・
み
ち
の
ぶ
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共
産
党
都
議
団
が

　
小
池
知
事
に
迫
る

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
12
月
10
日
の
都
議
会
代
表
質
問

で
、す
べ
て
の
都
立
病
院
を
地
方
独
立
行
政
法
人
化（
独
法
化
）す
る

方
針
を
撤
回
す
る
よ
う
小
池
百
合
子
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

医
療
守
る
た
め
全
力

　
共
産
党
都
議
団
は
、
都
立
病
院
が
果
た
し
て
い
る
か
け

が
え
の
な
い
役
割
を
強
調
。そ
の
上
で
、
上
の
表
の
よ
う
に

全
国
の
自
治
体
で「
独
法
化
」さ
れ
た
病
院
で
は
、
公
的
医

療
の
重
大
な
切
り
下
げ
な
ど
が
相
次
い
で
い
る
と
指
摘
し
、

「
知
事
は
こ
の
事
例
を
知
ら
な
い
の
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

し
か
し
、小
池
知
事
は「
独
法
化
」が「
最
も
ふ
さ
わ
し
い
経

営
形
態
」と
強
弁
し
ま
し
た
。

独
法
化
さ
れ
た
他
県
で
は
切
り
下
げ
が

滋賀県
大津市

市立病院で分娩を
休止

宮城県 循環器・呼吸器病
センターが廃止

神奈川県 医師が次々退職

病
院
経
営
本
部
長
も
知
ら
な
い
間
に
決
ま
る

　
共
産
党
都
議
団
は
小
池
知
事
の
方
針
の
決
め
方
も
追
及
。都
が
意
思

決
定
し
た
の
と
、
担
当
の
都
の
病
院
経
営
本
部
長
が
方
針
を
知
っ
た
の
は

いつ
な
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
小
池
知
事
は
答
え
ず
、
病

院
経
営
本
部
長
が「
知
事
発
言
の
内
容
を
知
っ
た
の
は（
開
会
日
の
）本
会

議
の
場
だ
」と
明
ら
か
に
す
る
と
、議
場
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。

12月
議会

●「
独
法
化（
地
方
独
立
行
政
法
人
化
）」と
は
…
自
治
体
の
直
営
か
ら
、

自
治
体
の
作
る
法
人
に
事
業
を
ま
か
せ
る
こ
と
。究
極
の
自
治
体
リ
ス

ト
ラ
の
手
法
と
の
批
判
も
。具
体
的
な
問
題
点
と
し
て
は
、

①
公
的
責
任
が
あ
い
ま
い
に
な
る
、
②
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
弱
ま
る
、
③

密
室
運
営
の
可
能
性
、
④
職
員
の
労
働
条
件
の
後
退
の
危
険
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

医療切り下げに医療切り下げに
つながるつながる

都都立病院の
「独法化」は撤回を

　
都
立
病
院
は
小
児
、周
産
期
、障
害
者
、難
病
、災

害
医
療
な
ど
、
不
採
算
で
も
都
民
の
命
を
守
る
医

療
を
提
供
し
て
い
る
大
切
な
施
設
で
す
。都
直
営
を

守
り
、拡
充
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

都
議
会
議
員
（
北
区
選
出
）

そ
ね 

は
じ
め
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共
産
党
都
議
団
が

　
小
池
知
事
に
迫
る

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
12
月
10
日
の
都
議
会
代
表
質
問

で
、す
べ
て
の
都
立
病
院
を
地
方
独
立
行
政
法
人
化（
独
法
化
）す
る

方
針
を
撤
回
す
る
よ
う
小
池
百
合
子
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

医
療
守
る
た
め
全
力

　
共
産
党
都
議
団
は
、
都
立
病
院
が
果
た
し
て
い
る
か
け

が
え
の
な
い
役
割
を
強
調
。そ
の
上
で
、
上
の
表
の
よ
う
に

全
国
の
自
治
体
で「
独
法
化
」さ
れ
た
病
院
で
は
、
公
的
医

療
の
重
大
な
切
り
下
げ
な
ど
が
相
次
い
で
い
る
と
指
摘
し
、

「
知
事
は
こ
の
事
例
を
知
ら
な
い
の
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

し
か
し
、小
池
知
事
は「
独
法
化
」が「
最
も
ふ
さ
わ
し
い
経

営
形
態
」と
強
弁
し
ま
し
た
。

独
法
化
さ
れ
た
他
県
で
は
切
り
下
げ
が

滋賀県
大津市

市立病院で分娩を
休止

宮城県 循環器・呼吸器病
センターが廃止

神奈川県 医師が次々退職

病
院
経
営
本
部
長
も
知
ら
な
い
間
に
決
ま
る

　
共
産
党
都
議
団
は
小
池
知
事
の
方
針
の
決
め
方
も
追
及
。都
が
意
思

決
定
し
た
の
と
、
担
当
の
都
の
病
院
経
営
本
部
長
が
方
針
を
知
っ
た
の
は

いつ
な
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
小
池
知
事
は
答
え
ず
、
病

院
経
営
本
部
長
が「
知
事
発
言
の
内
容
を
知
っ
た
の
は（
開
会
日
の
）本
会

議
の
場
だ
」と
明
ら
か
に
す
る
と
、議
場
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。

12月
議会

●「
独
法
化（
地
方
独
立
行
政
法
人
化
）」と
は
…
自
治
体
の
直
営
か
ら
、

自
治
体
の
作
る
法
人
に
事
業
を
ま
か
せ
る
こ
と
。究
極
の
自
治
体
リ
ス

ト
ラ
の
手
法
と
の
批
判
も
。具
体
的
な
問
題
点
と
し
て
は
、

①
公
的
責
任
が
あ
い
ま
い
に
な
る
、
②
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
弱
ま
る
、
③

密
室
運
営
の
可
能
性
、
④
職
員
の
労
働
条
件
の
後
退
の
危
険
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

医療切り下げに医療切り下げに
つながるつながる

都都立病院の
「独法化」は撤回を

　
都
立
病
院
は
小
児
、周
産
期
、障
害
者
、難
病
、災

害
医
療
な
ど
、
不
採
算
で
も
都
民
の
命
を
守
る
医

療
を
提
供
し
て
い
る
大
切
な
施
設
で
す
。都
直
営
を

守
り
、拡
充
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

都
議
会
議
員
（
足
立
区
選
出
）

斉
藤
ま
り
こ

さ
い
と
う
・
ま
り
こ
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共
産
党
都
議
団
が

　
小
池
知
事
に
迫
る

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
12
月
10
日
の
都
議
会
代
表
質
問

で
、す
べ
て
の
都
立
病
院
を
地
方
独
立
行
政
法
人
化（
独
法
化
）す
る

方
針
を
撤
回
す
る
よ
う
小
池
百
合
子
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

医
療
守
る
た
め
全
力

　
共
産
党
都
議
団
は
、
都
立
病
院
が
果
た
し
て
い
る
か
け

が
え
の
な
い
役
割
を
強
調
。そ
の
上
で
、
上
の
表
の
よ
う
に

全
国
の
自
治
体
で「
独
法
化
」さ
れ
た
病
院
で
は
、
公
的
医

療
の
重
大
な
切
り
下
げ
な
ど
が
相
次
い
で
い
る
と
指
摘
し
、

「
知
事
は
こ
の
事
例
を
知
ら
な
い
の
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

し
か
し
、小
池
知
事
は「
独
法
化
」が「
最
も
ふ
さ
わ
し
い
経

営
形
態
」と
強
弁
し
ま
し
た
。

独
法
化
さ
れ
た
他
県
で
は
切
り
下
げ
が

滋賀県
大津市

市立病院で分娩を
休止

宮城県 循環器・呼吸器病
センターが廃止

神奈川県 医師が次々退職

病
院
経
営
本
部
長
も
知
ら
な
い
間
に
決
ま
る

　
共
産
党
都
議
団
は
小
池
知
事
の
方
針
の
決
め
方
も
追
及
。都
が
意
思

決
定
し
た
の
と
、
担
当
の
都
の
病
院
経
営
本
部
長
が
方
針
を
知
っ
た
の
は

いつ
な
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
小
池
知
事
は
答
え
ず
、
病

院
経
営
本
部
長
が「
知
事
発
言
の
内
容
を
知
っ
た
の
は（
開
会
日
の
）本
会

議
の
場
だ
」と
明
ら
か
に
す
る
と
、議
場
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。

12月
議会

●「
独
法
化（
地
方
独
立
行
政
法
人
化
）」と
は
…
自
治
体
の
直
営
か
ら
、

自
治
体
の
作
る
法
人
に
事
業
を
ま
か
せ
る
こ
と
。究
極
の
自
治
体
リ
ス

ト
ラ
の
手
法
と
の
批
判
も
。具
体
的
な
問
題
点
と
し
て
は
、

①
公
的
責
任
が
あ
い
ま
い
に
な
る
、
②
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
弱
ま
る
、
③

密
室
運
営
の
可
能
性
、
④
職
員
の
労
働
条
件
の
後
退
の
危
険
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

医療切り下げに医療切り下げに
つながるつながる

都都立病院の
「独法化」は撤回を

　
都
立
病
院
は
小
児
、周
産
期
、障
害
者
、難
病
、災

害
医
療
な
ど
、
不
採
算
で
も
都
民
の
命
を
守
る
医

療
を
提
供
し
て
い
る
大
切
な
施
設
で
す
。都
直
営
を

守
り
、拡
充
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

都
議
会
議
員
（
葛
飾
区
選
出
）

和
泉
な
お
み

い
ず
み
・
な
お
み
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共
産
党
都
議
団
が

　
小
池
知
事
に
迫
る

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
12
月
10
日
の
都
議
会
代
表
質
問

で
、す
べ
て
の
都
立
病
院
を
地
方
独
立
行
政
法
人
化（
独
法
化
）す
る

方
針
を
撤
回
す
る
よ
う
小
池
百
合
子
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

医
療
守
る
た
め
全
力

　
共
産
党
都
議
団
は
、
都
立
病
院
が
果
た
し
て
い
る
か
け

が
え
の
な
い
役
割
を
強
調
。そ
の
上
で
、
上
の
表
の
よ
う
に

全
国
の
自
治
体
で「
独
法
化
」さ
れ
た
病
院
で
は
、
公
的
医

療
の
重
大
な
切
り
下
げ
な
ど
が
相
次
い
で
い
る
と
指
摘
し
、

「
知
事
は
こ
の
事
例
を
知
ら
な
い
の
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

し
か
し
、小
池
知
事
は「
独
法
化
」が「
最
も
ふ
さ
わ
し
い
経

営
形
態
」と
強
弁
し
ま
し
た
。

独
法
化
さ
れ
た
他
県
で
は
切
り
下
げ
が

滋賀県
大津市

市立病院で分娩を
休止

宮城県 循環器・呼吸器病
センターが廃止

神奈川県 医師が次々退職

病
院
経
営
本
部
長
も
知
ら
な
い
間
に
決
ま
る

　
共
産
党
都
議
団
は
小
池
知
事
の
方
針
の
決
め
方
も
追
及
。都
が
意
思

決
定
し
た
の
と
、
担
当
の
都
の
病
院
経
営
本
部
長
が
方
針
を
知
っ
た
の
は

いつ
な
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
小
池
知
事
は
答
え
ず
、
病

院
経
営
本
部
長
が「
知
事
発
言
の
内
容
を
知
っ
た
の
は（
開
会
日
の
）本
会

議
の
場
だ
」と
明
ら
か
に
す
る
と
、議
場
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。

12月
議会

●「
独
法
化（
地
方
独
立
行
政
法
人
化
）」と
は
…
自
治
体
の
直
営
か
ら
、

自
治
体
の
作
る
法
人
に
事
業
を
ま
か
せ
る
こ
と
。究
極
の
自
治
体
リ
ス

ト
ラ
の
手
法
と
の
批
判
も
。具
体
的
な
問
題
点
と
し
て
は
、

①
公
的
責
任
が
あ
い
ま
い
に
な
る
、
②
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
弱
ま
る
、
③

密
室
運
営
の
可
能
性
、
④
職
員
の
労
働
条
件
の
後
退
の
危
険
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

医療切り下げに医療切り下げに
つながるつながる

都都立病院の
「独法化」は撤回を

　
都
立
病
院
は
小
児
、周
産
期
、障
害
者
、難
病
、災

害
医
療
な
ど
、
不
採
算
で
も
都
民
の
命
を
守
る
医

療
を
提
供
し
て
い
る
大
切
な
施
設
で
す
。都
直
営
を

守
り
、拡
充
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

都
議
予
定
候
補
（
江
戸
川
区
）

原
　

純
子

は
ら
・
じ
ゅ
ん
こ
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共
産
党
都
議
団
が

　
小
池
知
事
に
迫
る

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
12
月
10
日
の
都
議
会
代
表
質
問

で
、す
べ
て
の
都
立
病
院
を
地
方
独
立
行
政
法
人
化（
独
法
化
）す
る

方
針
を
撤
回
す
る
よ
う
小
池
百
合
子
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

医
療
守
る
た
め
全
力

　
共
産
党
都
議
団
は
、
都
立
病
院
が
果
た
し
て
い
る
か
け

が
え
の
な
い
役
割
を
強
調
。そ
の
上
で
、
上
の
表
の
よ
う
に

全
国
の
自
治
体
で「
独
法
化
」さ
れ
た
病
院
で
は
、
公
的
医

療
の
重
大
な
切
り
下
げ
な
ど
が
相
次
い
で
い
る
と
指
摘
し
、

「
知
事
は
こ
の
事
例
を
知
ら
な
い
の
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

し
か
し
、小
池
知
事
は「
独
法
化
」が「
最
も
ふ
さ
わ
し
い
経

営
形
態
」と
強
弁
し
ま
し
た
。

独
法
化
さ
れ
た
他
県
で
は
切
り
下
げ
が

滋賀県
大津市

市立病院で分娩を
休止

宮城県 循環器・呼吸器病
センターが廃止

神奈川県 医師が次々退職

病
院
経
営
本
部
長
も
知
ら
な
い
間
に
決
ま
る

　
共
産
党
都
議
団
は
小
池
知
事
の
方
針
の
決
め
方
も
追
及
。都
が
意
思

決
定
し
た
の
と
、
担
当
の
都
の
病
院
経
営
本
部
長
が
方
針
を
知
っ
た
の
は

いつ
な
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
小
池
知
事
は
答
え
ず
、
病

院
経
営
本
部
長
が「
知
事
発
言
の
内
容
を
知
っ
た
の
は（
開
会
日
の
）本
会

議
の
場
だ
」と
明
ら
か
に
す
る
と
、議
場
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。

12月
議会

●「
独
法
化（
地
方
独
立
行
政
法
人
化
）」と
は
…
自
治
体
の
直
営
か
ら
、

自
治
体
の
作
る
法
人
に
事
業
を
ま
か
せ
る
こ
と
。究
極
の
自
治
体
リ
ス

ト
ラ
の
手
法
と
の
批
判
も
。具
体
的
な
問
題
点
と
し
て
は
、

①
公
的
責
任
が
あ
い
ま
い
に
な
る
、
②
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
弱
ま
る
、
③

密
室
運
営
の
可
能
性
、
④
職
員
の
労
働
条
件
の
後
退
の
危
険
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

医療切り下げに医療切り下げに
つながるつながる

都都立病院の
「独法化」は撤回を

　
都
立
病
院
は
小
児
、周
産
期
、障
害
者
、難
病
、災

害
医
療
な
ど
、
不
採
算
で
も
都
民
の
命
を
守
る
医

療
を
提
供
し
て
い
る
大
切
な
施
設
で
す
。都
直
営
を

守
り
、拡
充
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

都
議
会
議
員
（
八
王
子
市
選
出
）

清
水
ひ
で
子

し
み
ず
・
ひ
で
こ
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共
産
党
都
議
団
が

　
小
池
知
事
に
迫
る

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
12
月
10
日
の
都
議
会
代
表
質
問

で
、す
べ
て
の
都
立
病
院
を
地
方
独
立
行
政
法
人
化（
独
法
化
）す
る

方
針
を
撤
回
す
る
よ
う
小
池
百
合
子
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

医
療
守
る
た
め
全
力

　
共
産
党
都
議
団
は
、
都
立
病
院
が
果
た
し
て
い
る
か
け

が
え
の
な
い
役
割
を
強
調
。そ
の
上
で
、
上
の
表
の
よ
う
に

全
国
の
自
治
体
で「
独
法
化
」さ
れ
た
病
院
で
は
、
公
的
医

療
の
重
大
な
切
り
下
げ
な
ど
が
相
次
い
で
い
る
と
指
摘
し
、

「
知
事
は
こ
の
事
例
を
知
ら
な
い
の
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

し
か
し
、小
池
知
事
は「
独
法
化
」が「
最
も
ふ
さ
わ
し
い
経

営
形
態
」と
強
弁
し
ま
し
た
。

独
法
化
さ
れ
た
他
県
で
は
切
り
下
げ
が

滋賀県
大津市

市立病院で分娩を
休止

宮城県 循環器・呼吸器病
センターが廃止

神奈川県 医師が次々退職

病
院
経
営
本
部
長
も
知
ら
な
い
間
に
決
ま
る

　
共
産
党
都
議
団
は
小
池
知
事
の
方
針
の
決
め
方
も
追
及
。都
が
意
思

決
定
し
た
の
と
、
担
当
の
都
の
病
院
経
営
本
部
長
が
方
針
を
知
っ
た
の
は

いつ
な
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
小
池
知
事
は
答
え
ず
、
病

院
経
営
本
部
長
が「
知
事
発
言
の
内
容
を
知
っ
た
の
は（
開
会
日
の
）本
会

議
の
場
だ
」と
明
ら
か
に
す
る
と
、議
場
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。

12月
議会

●「
独
法
化（
地
方
独
立
行
政
法
人
化
）」と
は
…
自
治
体
の
直
営
か
ら
、

自
治
体
の
作
る
法
人
に
事
業
を
ま
か
せ
る
こ
と
。究
極
の
自
治
体
リ
ス

ト
ラ
の
手
法
と
の
批
判
も
。具
体
的
な
問
題
点
と
し
て
は
、

①
公
的
責
任
が
あ
い
ま
い
に
な
る
、
②
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
弱
ま
る
、
③

密
室
運
営
の
可
能
性
、
④
職
員
の
労
働
条
件
の
後
退
の
危
険
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

医療切り下げに医療切り下げに
つながるつながる

都都立病院の
「独法化」は撤回を

　
都
立
病
院
は
小
児
、周
産
期
、障
害
者
、難
病
、災

害
医
療
な
ど
、
不
採
算
で
も
都
民
の
命
を
守
る
医

療
を
提
供
し
て
い
る
大
切
な
施
設
で
す
。都
直
営
を

守
り
、拡
充
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

都
議
会
議
員
（
北
多
摩
１
区
選
出
）

尾
崎
あ
や
子

お
ざ
き
・
あ
や
こ
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共
産
党
都
議
団
が

　
小
池
知
事
に
迫
る

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
12
月
10
日
の
都
議
会
代
表
質
問

で
、す
べ
て
の
都
立
病
院
を
地
方
独
立
行
政
法
人
化（
独
法
化
）す
る

方
針
を
撤
回
す
る
よ
う
小
池
百
合
子
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

医
療
守
る
た
め
全
力

　
共
産
党
都
議
団
は
、
都
立
病
院
が
果
た
し
て
い
る
か
け

が
え
の
な
い
役
割
を
強
調
。そ
の
上
で
、
上
の
表
の
よ
う
に

全
国
の
自
治
体
で「
独
法
化
」さ
れ
た
病
院
で
は
、
公
的
医

療
の
重
大
な
切
り
下
げ
な
ど
が
相
次
い
で
い
る
と
指
摘
し
、

「
知
事
は
こ
の
事
例
を
知
ら
な
い
の
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

し
か
し
、小
池
知
事
は「
独
法
化
」が「
最
も
ふ
さ
わ
し
い
経

営
形
態
」と
強
弁
し
ま
し
た
。

独
法
化
さ
れ
た
他
県
で
は
切
り
下
げ
が

滋賀県
大津市

市立病院で分娩を
休止

宮城県 循環器・呼吸器病
センターが廃止

神奈川県 医師が次々退職

病
院
経
営
本
部
長
も
知
ら
な
い
間
に
決
ま
る

　
共
産
党
都
議
団
は
小
池
知
事
の
方
針
の
決
め
方
も
追
及
。都
が
意
思

決
定
し
た
の
と
、
担
当
の
都
の
病
院
経
営
本
部
長
が
方
針
を
知
っ
た
の
は

いつ
な
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
小
池
知
事
は
答
え
ず
、
病

院
経
営
本
部
長
が「
知
事
発
言
の
内
容
を
知
っ
た
の
は（
開
会
日
の
）本
会

議
の
場
だ
」と
明
ら
か
に
す
る
と
、議
場
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。

12月
議会

●「
独
法
化（
地
方
独
立
行
政
法
人
化
）」と
は
…
自
治
体
の
直
営
か
ら
、

自
治
体
の
作
る
法
人
に
事
業
を
ま
か
せ
る
こ
と
。究
極
の
自
治
体
リ
ス

ト
ラ
の
手
法
と
の
批
判
も
。具
体
的
な
問
題
点
と
し
て
は
、

①
公
的
責
任
が
あ
い
ま
い
に
な
る
、
②
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
弱
ま
る
、
③

密
室
運
営
の
可
能
性
、
④
職
員
の
労
働
条
件
の
後
退
の
危
険
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

医療切り下げに医療切り下げに
つながるつながる

都都立病院の
「独法化」は撤回を

　
都
立
病
院
は
小
児
、周
産
期
、障
害
者
、難
病
、災

害
医
療
な
ど
、
不
採
算
で
も
都
民
の
命
を
守
る
医

療
を
提
供
し
て
い
る
大
切
な
施
設
で
す
。都
直
営
を

守
り
、拡
充
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

都
議
会
議
員
（
北
多
摩
４
区
選
出
）

原　

の
り
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ら
・
の
り
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共
産
党
都
議
団
が

　
小
池
知
事
に
迫
る

　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
12
月
10
日
の
都
議
会
代
表
質
問

で
、す
べ
て
の
都
立
病
院
を
地
方
独
立
行
政
法
人
化（
独
法
化
）す
る

方
針
を
撤
回
す
る
よ
う
小
池
百
合
子
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

医
療
守
る
た
め
全
力

　
共
産
党
都
議
団
は
、
都
立
病
院
が
果
た
し
て
い
る
か
け

が
え
の
な
い
役
割
を
強
調
。そ
の
上
で
、
上
の
表
の
よ
う
に

全
国
の
自
治
体
で「
独
法
化
」さ
れ
た
病
院
で
は
、
公
的
医

療
の
重
大
な
切
り
下
げ
な
ど
が
相
次
い
で
い
る
と
指
摘
し
、

「
知
事
は
こ
の
事
例
を
知
ら
な
い
の
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

し
か
し
、小
池
知
事
は「
独
法
化
」が「
最
も
ふ
さ
わ
し
い
経

営
形
態
」と
強
弁
し
ま
し
た
。

独
法
化
さ
れ
た
他
県
で
は
切
り
下
げ
が

滋賀県
大津市

市立病院で分娩を
休止

宮城県 循環器・呼吸器病
センターが廃止

神奈川県 医師が次々退職

病
院
経
営
本
部
長
も
知
ら
な
い
間
に
決
ま
る

　
共
産
党
都
議
団
は
小
池
知
事
の
方
針
の
決
め
方
も
追
及
。都
が
意
思

決
定
し
た
の
と
、
担
当
の
都
の
病
院
経
営
本
部
長
が
方
針
を
知
っ
た
の
は

いつ
な
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
小
池
知
事
は
答
え
ず
、
病

院
経
営
本
部
長
が「
知
事
発
言
の
内
容
を
知
っ
た
の
は（
開
会
日
の
）本
会

議
の
場
だ
」と
明
ら
か
に
す
る
と
、議
場
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。

12月
議会

●「
独
法
化（
地
方
独
立
行
政
法
人
化
）」と
は
…
自
治
体
の
直
営
か
ら
、

自
治
体
の
作
る
法
人
に
事
業
を
ま
か
せ
る
こ
と
。究
極
の
自
治
体
リ
ス

ト
ラ
の
手
法
と
の
批
判
も
。具
体
的
な
問
題
点
と
し
て
は
、

①
公
的
責
任
が
あ
い
ま
い
に
な
る
、
②
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
弱
ま
る
、
③

密
室
運
営
の
可
能
性
、
④
職
員
の
労
働
条
件
の
後
退
の
危
険
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

医療切り下げに医療切り下げに
つながるつながる

都都立病院の
「独法化」は撤回を

　
都
立
病
院
は
小
児
、周
産
期
、障
害
者
、難
病
、災

害
医
療
な
ど
、
不
採
算
で
も
都
民
の
命
を
守
る
医

療
を
提
供
し
て
い
る
大
切
な
施
設
で
す
。都
直
営
を

守
り
、拡
充
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

都
議
会
議
員
（
町
田
市
選
出
）

池
川 

友
一

い
け
が
わ
・
ゆ
う
い
ち


